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                                                                              2017 年 6 月 1 日 

                                      イオン琉球株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

         

 

 

 

 

イオン琉球㈱（本社：南風原町 代表取締役社長：佐方圭二
さ が た け い じ

）は、沖縄の伝統工芸である織物を用

いたオリジナルのかりゆしウェア『織シリーズ』を 6月 2日（金）より県内イオン５店舗にて展開致

します。 

イオンのかりゆしウェアは素材や製造工程にもこだわり、着る人を思う技術と品質をお届けする 

上質な“沖縄ビジネススタイル”をご提案しております。 

 この度の『織シリーズ』は、沖縄の伝統文化である『琉球絣』『読谷山花織』『知花花織』『うらそえ

織』を襟や短冊、ポケット等のディティールに使用したデザインとなっております。 

身生地には、織部分の光沢や質感を尊重し、柔らかで落ちついた風合いの綿素材を使用しております。 

 ビジネスはもちろんフォーマルな場にも対応できる上質なかりゆしウェアとして展開致します。 

 職人の情熱と、着る人のこだわりをまとう一品として、価値ある一枚をご提供いたします。 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

イオン琉球のかりゆし『織シリーズ』について 

ロマン伝える琉球文化を現代へ 

イオン琉球のかりゆし 

6月 2日（金）より『織シリーズ』発売 

 

◆ 商品名 ： イオンのかりゆしウェア『織シリーズ』 

◆ 展開織物： 「琉球絣」「読谷花織」 

「知花花織」「うらそえ織」 

◆ 発売日 ： ６月２日（金）～ 

◆ 展開店舗： イオン５店舗 

（那覇・南風原・北谷・具志川・ライカム） 

◆ 素材  ： 手織生地部分 絹 100％ 

        身ごろ部分  綿 100％ 

    （※一部カラーについては綿 48％・ポリエステル 52％） 

◆ デザイン： 各シリーズ ２パターン展開   

◆ サイズ ： Ｓ～４L 

◆ カラー ： 各シリーズ５色～６色展開（別紙参照） 

◆ 価 格 ： 8,800円（税込 9504円）、 

11,000円（税込 11,880円） 
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琉球王府時代から絣の主産地として知られた南風原町。たえまぬ技術導入・ 

改良と職人たちの努力を、営々と積み重ね、現在では「琉球かすりの里」 

として、各工房などで職人たちが伝統を受け継いでいます。琉球絣の特徴 

は、なんといっても約 600種にもおよぶ図柄ですが、王府時代から伝わる 

「御絵図帳（みえずちょう）」をもとに、職人たちが現代の感覚を取り入れ 

ながらオリジナルの作品造りに日々、取り組んでいます。 

 

 

 

大交易時代に、読谷山花織のルーツとなる絣や浮織の技法が伝来し、 

受け継がれてきました。時代の波に押され衰退しかけていた頃、1964 

年に読谷村の情熱ある有志によって約 90年ぶりに「幻の花織」が復活。 

当初は愛好会から、読谷山花織事業協同組合の組織へと発展し、現在で 

は沖縄県指定無形文化財、経済産業大臣指定伝統的工芸品として、全国 

に多く知られるようになりました。 

 

スラブ麻入りで風合いが心地よく、襟元と袖口に八重山ミンサー紬をあしらったマオカラー。紬の表情を生かし、丁

寧な縫製で仕上げた上質な一枚。 

 

 

 

 

 

琉 球 絣 

読谷山花織 

◆琉球絣 

 （織部分の素材はすべて絹 100％） 

 

カラー 本体価格 素 材 

オフ/ピンク 11,000 綿 100％ 

オフ/クロ 11,000 綿 100％ 

ネイビー 11,000 綿 100％ 

ブラック 11,000 綿 100％ 

ホワイト  

8,800 

綿 48％・ 

ﾎ ﾟ ﾘ ｴ ｽ ﾃ ﾙ

52％ 

ブルー 

 

  

 

 

◆ 読谷山花織 

（織の部分はすべて絹 100％） 

 

カラー 本体価格 素 材 

オフホワイト 11,000 綿 100％ 

ベージュ 11,000 綿 100％ 

ブラック 11,000 綿 100％ 

ホワイト  

8,800 

綿 48％・ 

ﾎ ﾟ ﾘ ｴ ｽ ﾃ ﾙ

52％ 

ブルー 
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伝統織物「知花花織」は、模様が縦方向に連続して浮く経浮花織 

（たてうきはなおり）と、刺しゅうのように糸が浮く縫取花織 

（ぬいとりはなおり）が特徴です。模様が浮く糸には白糸と赤糸 

で織られた織り地の組み合わせという木綿の伝統的なスタイルを 

保ちながらも、絹糸を天然植物で染色したり加工糸を使った色鮮 

やかな現代の生活にもマッチする製品造りを行っています。 

 

浦添の桑の葉で育った蚕が作った繭から糸を挽き、染め、織りに 

至るまで、1人の織手がすべて行っています。丁寧に手挽きした糸 

には、繭糸が持っているウェーブがそのまま残っているのが特徴。 

手引きの糸を使ったやさしい風合いと、シルク特有の光沢と軽さ 

を生かした絹織物製品です。南国特有の植物、生物などをモチー 

フにしながら幅広い年代に対応できるデザインが特徴です。 

知花花織 

うらそえ織 

 

 

◆ 知花花織 

（織の部分はすべて絹 100％） 

 

カラー 本体価格 素 材 

ブラウン 11,000 綿 100％ 

ネイビー 11,000 綿 100％ 

ブラック 11,000 綿 100％ 

ホワイト  

8,800 

綿 48％・ 

ﾎ ﾟ ﾘ ｴ ｽ ﾃ ﾙ

52％ 

ブルー 

 
 

 

◆ うらそえ織 

（織部分はすべて絹 100％） 

 

カラー 本体価格 素材 

ブルー 11,000 綿 100％ 

グリーン 11,000 綿 100％ 

ネイビー 11,000 綿 100％ 

ホワイト 
8,800 

綿 48％・ 

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 52％ ブルー 

 


